
平成26年３月15日発行　編集と発行 社会福祉法人 高梁市社会福祉協議会／・高梁総合福祉センター内  ・電話（0866）22-7243

ふれあいサロン活動紹介等…2〜3㌻
赤い羽根共同募金、
　歳末たすけあい募金実績等…4〜5㌻
地域福祉活動計画に基づき
　　　　　事業を展開します…6㌻

赤木五郎賞等…7㌻

地域福祉活動報告…8〜9㌻

お知らせ…10㌻

寄付…11〜12㌻

No.54広報 福祉ふ あれ い しくふ

平成 25年度　ボランティア研修会
　市社協と高梁市では、1 月 20 日に「はじめてみませんか　ボランティア活動」をテー
マに高梁市文化交流館でボランティア研修会を開催しました。研修会では、実際にボ
ランティア活動を行っているボランティア団体の実践発表などがありました。



ふれあいサロン活動紹介

成羽町　中野ふれあいサロン

　

こ
の
サ
ロ
ン
は
、
福
地

地
区
に
住
ま
れ
る
方
が
、

住
み
慣
れ
た
地
域
で
楽
し

い
活
動
の
場
が
共
有
で
き

る
よ
う
に
開
催
し
て
い
ま

す
。

　

活
動
内
容
を
試
行
錯
誤

し
な
が
ら
計
画
し
、
本
年

度
は
①
地
域
に
携
わ
る

（
ほ
た
る
祭
り
、
清
掃
活

動
）②
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア（
ひ

と
り
暮
ら
し
高
齢
者
へ
の

手
作
り
弁
当
配
付
）
③
自

己
高
揚
・
趣
味
活
動
（
レ

ザ
ー
ク
ラ
フ
ト
・
テ
ー
ブ

ル
マ
ナ
ー
）
等
、
色
々
な

活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

２
月
２
日
は
、
ト
ー
ル

　

２
月
３
日
、
中
野
生
活
改
善
セ
ン

タ
ー
で
会
員
８
人
が
、
節
分
の
『
恵

方
巻
き
』
を
作
り
ま
し
た
。
七
福
神

に
ち
な
ん
で
、
カ
ン
ピ
ョ
ウ
、
ホ
ウ

レ
ン
ソ
ウ
、
ニ
ン
ジ
ン
、
ア
ナ
ゴ
な

ど
７
種
類
の
具
材
を
入
れ
、「
福
を

巻
き
込
む
」
と
い
う
願
い
と
愛
情
を

込
め
な
が
ら
一
本
一
本
巻
い
て
い

き
、
地
域
の
方
々
に
協
力
し
て
も
ら

い
、
80
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
13

人
に
配
り
ま
し
た
。

　

恵
方
巻
き
を
渡
す
時
に
「
巻
き
寿

司
を
切
ら
ず
に
一
本
丸
ご
と
東
北
東

を
向
い
て
食
べ
る
と
縁
起
が
い
い
そ

う
な
」
や
「
東
北
東
は
ど
っ
ち
に
な

る
ん
か
い
な
あ
」、「
な
ん
ぞ
え
え
こ

と
が
く
る
じ
ゃ
ろ
う
か
」
と
会
話
が

弾
み
、
心
か
ら
の
「
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
」
と
い
う
言
葉
と
笑
顔
に
癒
さ
れ

ま
し
た
。

　

中
野
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
は
今
年
度
で
６
年

目
を
迎
え
ま
す
。中
野
地
区
の
皆
さ
ん
が
一
ヶ

所
に
集
ま
っ
て
交
流
活
動
が
出
来
る
よ
う
試

行
錯
誤
し
、
支
え
合
い
、
助
け
合
い
、
ふ
れ

あ
い
の
気
持
ち
を
揺
る
ぎ
な
く
持
ち
続
け
、

今
後
も
活
動
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
自
身
高
齢
者
で
す
が
、
集
う
ご
と
に

楽
し
み
を
持
ち
和
み
な
が
ら
活
動
で
き
る
こ

と
が
何
よ
り
一
番
の
「
生
き
が
い
」
で
す
。

落合町　福地ふれあいサロン

ペ
イ
ン
ト
を
行
い
、
田
中
か
お
り

先
生
の
指
導
で
実
用
的
で
可
愛
い

壁
掛
け
を
作
り
ま
し
た
。
出
来
栄

え
は
初
め
て
な
が
ら
も
自
己
満
足

の
逸
品
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

こ
の
日
は
節
分
の
前
日
で
恵
方
巻

き
を
食
べ
な
が
ら
楽
し
い
一
日
を

過
ご
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
他
の
サ
ロ
ン
グ
ル
ー

プ
の
活
動
も
参
考
に
し
な
が
ら
、

よ
り
多
く
の
方
が
参
加
出
来
る
よ

う
な
活
動
を
行
い
、
夢
が
膨
ら
む

よ
う
な
楽
し
い
サ
ロ
ン
を
目
指
し

て
い
ま
す
。
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　年度末が近づいてきました。今年度の事業が終わられたサロン団体については、実績報告書の提出
をお願いします。
　ふれあいサロンに求めている効果は、閉じこもり予防や孤立の予防、仲間づくり、生きがいづくり、
みんなと話をすることで悩みや不安を解消し、情報交換や情報収集を行い、地域住民が交流すること
で人と人とのつながりの輪を深めていく「ふれあいの場」づくりです。今年度は 113 団体がふれあい
サロン活動を実施しています。
　市社協では新年度の申請受付を４月より行いますので、分からないことがありましたらお気軽にご
相談ください。
　提出先・お問合わせ先
　地域福祉課☎２２－７２４３　有漢支所　☎５７－３２１８　成羽支所　☎４２－２００５
　川上支所　☎４８－９７７０　備中支所　☎４５－３１３１

お 知 ら せ

ふれあいサロン交流会を開催
　２月 26 日、高梁総合文化会館にふれあいサロンの代表者 65 人が集まり、お互いのサロン活動について
情報交換や交流を図りました。グループで「自分のサロンの良さや魅力は何か」を話しあってもらい「和
気あいあいと楽しく出来ている」や「町内のみんなの心が一つになった」など活発な情報交換が行われま
した。
　また、交流会の後半では、市健康づくり課の平田健康運動指導士を講師に招き、サロンで実践できるレ
クリエーションを指導していただきました。歌体操やジャンケンゲーム、輪送りなどサロンですぐに実践
できるものばかりで、皆さん楽しそうに笑い声いっぱいで会場は盛り上がりました。
　今度のサロンでやってみよう！また、今日聞いた他のサロンの活動内容を参考に来年度の計画を立てた
いと言われている方もおられました。
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皆
さ
ま
の
あ
た
た
か
い
ご
協
力
に
よ
り
、
目

標
額
を
上
回
る
多
く
の
募
金
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

平
成
25
年
度
に
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
募
金
は
、

平
成
26
年
度
に
市
社
協
や
福
祉
団
体
等
に
配
分

さ
れ
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
お
住
ま
い
の
地
域
で
幅
広
く
使
わ

れ
、
地
域
福
祉
の
推
進
に
役
立
て
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　高梁市共同募金委員会では、地域福祉の充実を図るため、住民相互の「たすけあい」地域福祉活動を積極
的に取り組む団体等の活動及び地域の安全・安心な暮らしを住民とともにつくる住民活動を支援しています。
助成金を希望される団体は、申請書の提出をお願いいたします。
　活動に関する相談や活動費の助成など事業に関することは、地域福祉課又は各支所まで、お気軽にご相談
ください。

☆助成対象団体…次の要件をすべて満たすものとする
　・高梁市内に活動の拠点を置いていること
　・原則１年以上の継続した活動が見込めること
　・団体等の運営が住民を主体とした組織で、自主性、自立性を有すること
　・事業計画が明示され、予算・決算等の会計状況が明らかであること
☆助成対象活動…年間を通じて行われる活動で、次のいずれかに該当するものとする
　１）ご近所福祉ネットワーク活動
　２）声かけ・見守り活動
　３）福祉マップづくり
　４）既に実施している、サロン活動充実のための新たな取り組み
　５）自主防犯・自主防災活動のために、年間を通じて必要なパトロール用資材及びユニフォーム等の整備
　６）その他、活動効果が期待される新たな地域福祉活動
※対 象 外 活 動
　概ね 50 世帯以下の規模で、次に該当する活動
　・介護保険の対象となる活動
　・同内容の助成を受けている活動
　・機器・器具類の整備、掲示板等の設置などのハード事業
☆助 成 金 額…１団体あたり 10 万円以内とする
☆実 施 期 間…毎年４月１日から翌年の３月 31 日までとし、同一団体等の継続期間は３年を限度とする
　　　　　　　　ただし、福祉マップづくり及び自主防犯・自主防災活動は当該年度のみ
☆申 請 期 間…平成 26 年４月１日～５月 31 日
　　　　　　　　申請書については、地域福祉課又は各支所へ置いています

募金区分 募金額（円）

戸別募金 4,356,842 
街頭募金 61,285 
法人募金 726,000 
学校募金 19,737 
職域募金 665,273 
イベント募金 80,603 
個人募金 12,182 
その他の募金 102,058 

合　計 6,023,980 

募金区分 募金額（円）

戸別募金 2,462,681 
個人募金 26,313 
その他の募金 74,587 

合　計 2,563,581 

　

歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
は
、
新
た
な
年
を
迎
え

る
時
期
に
、
支
援
を
必
要
と
す
る
人
た
ち
が
地
域

で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
住
民

の
参
加
や
理
解
を
得
て
、
様
々
な
福
祉
活
動
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
在
宅
で
暮
ら
さ
れ
て
い
る
重
度
の
要
介

護
者
の
方
や
難
病
者
等
285
人
の
方
へ
慰
問
金
と
し

て
お
届
け
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
年
末
年
始
に
支

援
活
動
に
携
わ
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
や
福
祉
団
体

13
団
体
へ
活
動
費
の
助
成

を
し
ま
し
た
。

（
５
ペ
ー
ジ
参
照
）

赤い羽根共同募金・歳末たすけあい募金に
ご協力いただきありがとうございました

「赤い羽根　まちづくり福祉活動助成事業」助成金申請について

歳末たすけあい募金　実績報告 赤い羽根共同募金　実績報告
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☆クリスマス交流会
　１年間の勉強の集
大成として、手話に
よる劇や朗読、歌な
どを披露するととも
に、障害を持つ方や
一般の方々との相互
理解を深める交流の
場となりました。

☆おはぎづくり
　宇治地区の 75 歳以
上のひとり暮らしの
方、高齢者世帯の方
51 人に手作りおはぎ
を持って訪問しまし
た。

☆高齢者訪問
　２町内会の 80 歳以
上のひとり暮らしの
方、高齢者世帯の方
48 人に手作りのお弁
当を作って訪問し喜
ばれました。

☆老人ホーム慰問
　寒さ厳しい中、元
気に過ごしていただ
こうとクリスマスプ
レゼントを持って成
羽地域内の施設を慰
問しました。

☆餅つき
　施設を訪問し、入
居者の方と昔ながら
の杵つきでお餅をつ
き、会食をしながら
楽しくふれあいまし
た。

高梁市手話ボランティアの会 川上地区歳末友愛訪問ボランティア

歳末たすけあい募金で広がる地域の絆

宇　治　婦　人　会 備中町ヘルスボランティア連絡会

川　関　婦　人　部

備 北 商 工 会 女 性 部

かぐら街道布寄直売所

☆歳末激励慰問
　重度の障害を持たれている方を慰問しました。

高 梁 市 身 体 障 害 者 福 祉 協 会

☆歳末慰問
　ひまわり寮を訪問し、クリスマス会や忘年会をして交流を深
めました。

ひ ま わ り ボ ラ ン テ ィ ア

☆歳末慰問
　あざみ寮を訪問し、クリスマス会や忘年会をして交流を深め
ました。

あ ざ み ボ ラ ン テ ィ ア

☆年末年始慰問
　年末年始をかわかみ療護園で過ごす入所者の方を訪問して、
交流を図りました。

四 ツ 葉 ボ ラ ン テ ィ ア

☆友愛訪問
　ひとり暮らしの高齢者や障害者へ手作りのお寿司を持って
友愛訪問しました。

有漢町ボランティアあじさいの会

☆交流会
　ひとり暮らしの高齢者を対象に健康チェックや昼食会をし
ました。

か　た　つ　む　り　の　会

☆友愛訪問
　川上地区の 75 歳以
上のひとり暮らしの
方、高齢者世帯の方
196 人にボランティ
ア で お 弁 当 を 作 り、
安否確認を兼ねて友
愛訪問をしました。

☆歳末慰問
　 地 域 の 80 歳 以 上
のひとり暮らしの方、
高齢者世帯の方 268
人におせち料理等を
作りお届けしました。

5 広報ふれあい福祉　第54号



基本目標３　地域を支える環境づくり

　

平
成
26
年
１
月
中
旬
か
ら
２
月
中
旬
に
か
け
て
、
地
域
福
祉

活
動
計
画
の
周
知
と
推
進
に
当
た
り
、
地
域
の
生
活
・
福
祉
課

題
等
を
把
握
す
る
た
め
に
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
構
成
員
や
福

祉
委
員
等
を
対
象
に
、
市
内
15
か
所
で
福
祉
座
談
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

福
祉
座
談
会
で
出
た
質
問
の
一
部
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
町
内
で
孤
独
死
が
あ
り
ま
し
た
。
独
居
高
齢
者
を
近
隣
で
見

守
り
、
孤
独
死
が
起
き
な
い
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
。

▼
福
祉
委
員
や
民
生
委
員
児
童
委
員
が
見
守
り
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
高
梁
市
給
食
サ
ー
ビ
ス
事
業
や
ふ
れ
あ
い
サ
ロ

ン
事
業
な
ど
も
見
守
り
に
つ
な
が
り
ま
す
の
で
積
極
的
に

サ
ー
ビ
ス
を
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

●
福
祉
委
員
の
活
動
を
活
性
化
す
る
た
め
に
は
、
位
置
づ
け
を

明
確
に
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

▼
平
成
25
年
度
よ
り
福
祉
委
員
選
出
届
を
統
一
し
、
福
祉
委
員

証
を
発
行
し
て
い
ま
す
。ま
た
、福
祉
委
員
の
活
動
を
補
償
す

る
た
め
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
保
険
に
加
入
し
て
い
ま
す
。

●
福
祉
委
員
と
民
生
委
員
児
童
委
員
の
連
携
に
つ
い
て
、
具
体

的
に
ど
の
よ
う
に
連
携
を
図
れ
ば
い
い
の
で
す
か
。

▼
民
生
委
員
児
童
委
員
と
福
祉
委
員
が
合
同
で
会
議
や
研
修
会

を
開
催
し
、
情
報
交
換
を
行
っ
て
い
る
地
域
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
要
援
護
者
の
マ
ッ
プ
作
り
や
防
災
訓
練
な
ど
を
行
っ

て
い
る
地
域
も
あ
り
ま
す
。

　

多
く
の
方
々
に
福
祉
座
談
会
へ
ご
出
席
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
皆
様
方
の
ご
意
見
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今

後
の
地
域
福
祉
活
動
の
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

福
祉
座
談
会
を
開
催

地域福祉活動計画に基づき事業を展開します
　平成 23 年度より進めてきました地域福祉活動計画が来年度からスタートします。計画の期間は、平成
30 年度までの 5 か年で、「みんなでつくる　いきいきと暮らせる愛のまち　たかはし」～ささえあい・た
すけあいのまちづくり～を基本理念とし、基本理念実現のために４つの基本目標を掲げ、それぞれに重点
目標を設定し、事業を推進していきます。

　計画を推進するため、広報紙やホームページ、福祉座談会等を通じて、市民の皆様方へ計画を広く周知し、
推進を図っていきます。

・地域福祉を推進する人材の育成
・ボランティア活動の活性化
・福祉関係団体の支援
・生涯地域で活躍できる社会参加の支援

・「ささえあい・たすけあい」で繋がる地域福祉の推進
・福祉委員を中心とした小地域福祉ネットワークづくりの推進
・地区社会福祉協議会の健全育成及び連携強化
・更なる賛助会員制度の普及と会員加入の促進

・利用者本位の福祉サービスや制度の充実強化
・介護職員の資質を高め専門性を発揮したより充実した介護サービスの提供

・福祉に関する広報啓発活動の推進
・利用しやすい窓口体制の整備

【基本目標と重点目標】

【計画の推進】

基本目標１　地域で活躍できる人づくり

基本目標２　手と手をつなぐ地域づくり

基本目標４　安心して暮らせる体制づくり

高梁市社会福祉協議会は、
市民の皆様方とともに福
祉活動に取り組み、地域
福祉活動計画の実現を目
指します。
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第
13
回
赤
木
五
郎
賞
の
贈
呈
式
が
２
月
18

日
、
高
梁
国
際
ホ
テ
ル
で
開
か
れ
、
今
回
、

市
社
協
評
議
員
と
し
て
の
永
年
の
功
績
が
認

め
ら
れ
、
福
祉
分
野
の
功
績
と
し
て
小
山
倉

雄
さ
ん
（
御
前
町
）
が
、
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
ほ
か
赤
木
五
郎
賞
を
受
賞
さ

れ
た
方
々
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
保
健
医
療
分
野
に
お
け
る
功
績
】

（
個
人
）

▽
八
代　

義
弘
さ
ん
（
柿
木
町
）

▽
八
代
由
里
子
さ
ん
（
柿
木
町
）

【
福
祉
分
野
に
お
け
る
功
績
】

（
個
人
）

▽
中
山　

彰
芳
さ
ん
（
津
川
町
）

▽
田
中
猪
三
郎
さ
ん
（
備
中
町
）

▽
小
山　

倉
雄
さ
ん
（
御
前
町
）

▽
宮
田　
　

昻
さ
ん
（
津
川
町
）

【
環
境
分
野
に
お
け
る
功
績
】

（
個
人
）

▽
大
枝　

信
義
さ
ん
（
原
田
南
町
）

　

こ
の
度
、
日
本
財
団
か
ら
車
両
整
備

の
助
成
を
受
け
、

軽
自
動
車
１
台

を
更
新
し
ま
し

た
。

　

市
社
協
で
は
、

在
宅
福
祉
サ
ー

ビ
ス
に
こ
の
車

両
を
活
用
し
て

い
ま
す
。

日
本
財
団
か
ら

　
　
車
両
助
成
を
受
け
ま
し
た

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

市
社
協
で
は
、
住
民
の
皆
さ
ん
が

「
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
気
く
ば

り
、
目
く
ば
り
を
し
、
お
互
い
に
励
ま

し
合
い
支
え
合
う
」
と
い
う
「
福
祉
の

ま
ち
づ
く
り
」
の
お
世
話
を
し
て
い
た

だ
く
福
祉
委
員
の
選
出
を
お
願
い
し

て
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
に
つ
き
ま
し
て
も
、
各

町
内
会
よ
り
福
祉
委
員
を
ご
選
出
い

た
だ
き
、
福
祉
委
員
選
出
届
を
市
社
協

（
地
域
福
祉
課
・
各
支
所
）
へ
提
出
し

て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

福
祉
委
員
選
出
に
つ
い
て

会員区分 件数（人） 金　額（円）
普 通 会 員 6,663 7,028,000
法 人 会 員 276 940,000
ふるさと会員 82 269,000
特 別 会 員 13 65,000

合　計 7,034 8,302,000

平成 25年度　賛助会費のお願いについて

平成25年度　賛助会費にご協力いただいた法人及びふるさと会員
12月16日から2月28日までの受付分を掲載しております。ご協力ありがとうございました。（順不同、敬称略） 

3月1日からの受付分は5月15日発行の第55号に掲載させていただきます。

　市内外の方々へご協力のお願いをしております賛
助会費について、多くの方からご理解ご賛同を賜り
ありがとうございます。
　この賛助会費はふれあいサロン事業やちょこっと
お助けサービス事業等の地域福祉活動に活用させて
いただいております。 
　引き続き、賛助会費を募っていますので、ご協力を
よろしくお願いいたします。なお、２月末現在で、お
寄せいただきました賛助会費は右記のとおりです。

◆平成25年度 賛助会費協力の状況◆
（平成26年2月28日現在）

（備中地区）……………………………
七地屋
藤田商店
（市外）…………………………………
サンコー印刷 株式会社

■ 法人会員
（高梁地区）……………………………
有限会社 上山印刷工業所
さくらメディカルサービス 高梁営業所
有限会社 中村損害保険

■ ふるさと会員
（高梁地区）……………………………
　兵庫県　　有安　　斉
　東京都　　樋口　真澄
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地 福 活 報域 祉 動 告

　

高
梁
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
本
年

度
の
安
全
講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
講
習
会
で
は
、
安
全
な
草
刈
り
作
業
の

習
得
を
目
的
に
、
成
羽
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
と
高

梁
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
２
会
場
で
開
催
し
、
45

人
の
会
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
の
講
師
は
、
県
内
各
地
で
指
導
を
さ
れ

て
い
る
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
指
導
員
の
三
宅
敢
氏
を

招
き
、
刈
払
機
を
使
用
し
た
安
全
作
業
の
基
本
等

に
つ
い
て
、
講
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
会
員
一
同
、
作
業
事
故
減
少
を
目
指

し
、
安
全
作
業
の
講
話
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い

ま
し
た
。

　

ま
た
、
高
梁
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、

高
齢
者
の
皆
さ
ん
の
今
ま
で
培
っ
て
こ
ら
れ
た
豊

か
な
知
識
、
経
験
、
技
術
を
発
揮
す
る
場
の
提
供

を
し
て
い
ま
す
。
随
時
会
員
を
募
集
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
会
員
に
な
る
条
件

①
お
お
む
ね
60
歳
以
上
で
、
健
康
で
働
く
意
欲
が

あ
る
方

②
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
主
旨
に
賛
同
し
、

入
会
説
明
を
受
け
「
就
業
承
諾
書
・
入
会
申
込
書
」

を
提
出
さ
れ
た
方

③
市
社
協
会
長
か
ら
入
会
を
承
認
さ
れ
た
方

　

こ
の
日
は
、
順
正
学
園
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
学
生
ス
タ
ッ
フ
の
代
表　

相
山
弥
代

さ
ん
と
中
山
悠
太
さ
ん
か
ら
市
内
に
お
け
る

サ
ロ
ン
活
動
な
ど
の
地
域
に
根
ざ
し
た
活
動

や
総
社
市
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
赤
と

ん
ぼ
の
代
表
横
田
小
夜
子
さ
ん
と
難
波
久
子

さ
ん
か
ら
、「
70
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
の

方
々
へ
の
お
誕
生
日
お
め
で
と
う
」
の
ハ
ガ

キ
の
送
付
活
動
な
ど
の
発
表
が
あ
り
ま
し

た
。

　

ま
た
、
表
現
者
「
た
け
」
こ
と　

河
村
武

明
氏
を
講
師
に
迎
え
た
「
不
思
議
な
あ
り
が

と
う
の
チ
カ
ラ
」
と
題
し
た
講
演
で
は
、「
苦

し
い
と
き
ほ
ど　

あ
り
が
と
う
」
の
不
思
議

な
チ
カ
ラ
と
「
あ
り
が
と
う
」
の
大
切
さ
を

訴
え
、
参
加
さ
れ
た
方
は
、
普
段
の
生
活
の

あ
り
が
た
さ
を
実
感
し
て
い
ま
し
た
。

安
全
講
習
会
を
開
催 

2/20

高
梁
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
会 

1/20

　市社協ボランティアセン
ターでは、4月よりボランティ
ア団体の活動紹介や会員募集
を広報紙やホームページへ掲
載し、ボランティア活動の活
性化を図っていきますので、
ボランティア登録カードの提
出を地域福祉課又は各支所ま
でお願いします。

ボランティア
登録を

お願いします
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地 福 活 報域 祉 動 告

　

川
上
地
区
社
協
の
役
員
20
人
は
、
笠
岡
市
社
会

福
祉
協
議
会
笠
岡
支
部
を
訪
問
し
、
視
察
研
修
を

行
い
ま
し
た
。

　

研
修
会
で
は
、
笠
岡
支
部
の
取
組
み
や
７
つ
の

部
会
の
活
動
に
つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、

意
見
交
換
を
行
い
、
ど
こ
の
地
域
に
お
い
て
も
高

齢
化
等
に
伴
い
、
地
域
で
活
動
で
き
る
若
い
人
が

少
な
い
状
況
で
あ
り
、
後
継
者
不
足
が
課
題
と
の

意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
今
後
の
川
上
地
区
の
福
祉

の
充
実
を
図
る
た
め
に
、
笠
岡
支
部
の
活
動
を
参

考
に
し
た
い
」
と
感
想
を
述
べ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

高
齢
化
で
独
居
・
高
齢
者
世
帯
が
増
え
て
い
る

川
面
地
区
で
は
、
福
祉
委
員
と
民
生
委
員
児
童
委

員
等
の
地
区
社
協
構
成
員
が
連
携
し
た
地
域
の
見

守
り
体
制
等
を
学
ぶ
た
め
、
真
庭
市
社
協
北
房
支

所
の
中
津
井
地
区
社
協
を
視
察
し
ま
し
た
。
同
地

区
社
協
で
は
、「
赤
ち
ゃ
ん
誕
生
祝
い
訪
問
」
や
年

数
回
実
施
の
座
談
会
等
を
通
し
て
小
地
域
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
推
進
に
努
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
孤
独
死
等
が
問
題
に
な
っ

て
い
る
昨
今
、
連
携
し
た
見
守
り
体
制
が
必
要
。

自
分
の
地
域
は
自
分
達
で
守
っ
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

地
区
社
協
視
察
研
修 

2/17

川
上
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

川
面
地
域
小
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
視
察
研
修
会 

3/3

川
面
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

　

備
中
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
富
家
小
学
校

５
・
６
年
生
の
児
童
17
人
の
訪
問
が
あ
り
ま
し
た
。

　

児
童
の
自
己
紹
介
か
ら
交
流
が
始
ま
り
、
歌
や

リ
コ
ー
ダ
ー
の
演
奏
、
そ
の
後
、
２
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
て
、
軍
手
の
お
人
形
を
一
緒
に
作
り
ま
し

た
。
時
間
が
た
つ
の
を
忘
れ
る
程
盛
り
上
が
り
、

利
用
者
は
、「
子
供
た
ち
と
触
れ
合
う
こ
と
が
で

き
て
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
せ
た
」
と
大

変
喜
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
ア
ル
ミ
缶
回
収
の
収
益
金
を
「
利
用

者
の
方
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
」
と
ご
厚
志
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

児
童
と
の
交
流 

2/19

備
中
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　

備
中
地
区
社
協
で
は
、
地
域
の
方
に
福
祉
に

対
す
る
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的

に
福
祉
講
演
会
を
初
め
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
福
祉
委
員
、
民
生
委
員
児
童
委
員
、

老
人
ク
ラ
ブ
会
員
や
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
団
体
等

か
ら
70
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

講
師
に
矢
掛
町
多
聞
寺
副
住
職　

吉
田
宥
禪

さ
ん
こ
と
、
落
語
家　

桂
米
裕
師
匠
を
お
招
き

し
、「
落
語
と
心
の
お
勉
強
」
と
題
し
て
、
身
近

な
話
や
福
祉
に
関
す
る
話
等
に
ユ
ー
モ
ア
た
っ

ぷ
り
の
笑
い
も
交
え
て
話
さ
れ
、
有
意
義
な
講

演
会
と
な
り
ま
し
た
。

福
祉
講
演
会
を
開
催 

1/28

備
中
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
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News
お

せ
ら知

平成２6 年度

ふれあい
相談と援助

種　　　別 福祉総合相談 身体障害者相談

担当相談員 常任相談員 身体障害者相談員

場　　　所 高梁総合福祉センター 高梁総合福祉センター

時　　　間 10:00～ 15:00 10:00～ 15:00

月／日
4月17日（木） 4月3日（木）

5月15日（木） 5月1日（木）

☆各支所では定例の相談日はありませんが、随時相談に応じます。
☆相談予約や問合せ先は次のとおりです。
　地域福祉課 ☎ 22-7243　　有漢支所 ☎ 57-3218　　成羽支所 ☎ 42-2005
　川上支所 ☎ 48-9770　　備中支所 ☎ 45-3131
※プライバシーは完全に守ります。お気軽にどうぞ。

巨瀬デイサービスセンター福祉施設の作品展示コーナー

☆作り方☆
①ハクサイは葉を１枚ずつはがし、熱湯でしん

なりするまで茹で、ザルに上げ、粗熱をとる。
②①の葉先を上にして縦に置き、葉先から半

分に切り葉元は切り離す。
③ひき肉に砂糖、しょうゆ、塩、酒、おろしショ

ウガ、ごま油を加えてよく練り混ぜる。
④②のハクサイの葉元をきざみ片栗粉をまぶ

し、③に加えて粘りが出るまでよく混ぜ、
12 等分にしておく。

⑤葉先２枚を十文字に重ね、真ん中に④をのせ、
丸く形を作りながら包む。残りも同様にする。

⑥⑤を耐熱皿に並べてラップをして、蒸し器
で 12 ～ 15 分蒸す。ニンジンを細切りにし
てシューマイの上にのせる。シメジは一緒
に蒸して添える。お好みで練り辛子やしょ
うゆ・ポン酢でどうぞ。

★介護職員のおすすめレシピ★
かわりシューマイ ☆材料　4人分☆

ハクサイ…（葉）12 枚
（約 1kg）

豚ひき肉…200 ｇ
砂糖…小さじ 1
しょうゆ…小さじ 1
塩…小さじ 1 ／ 2
酒…大さじ 1
おろしショウガ…1 かけ分
ごま油…大さじ 1
ニンジン…少々
シメジ…少々
片栗粉…大さじ 1

　２枚の和紙を円に
切り、重ねて着物を
作り、かわいいお雛
様ができました。
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社会福祉協議会へのご寄付
ありがとうございました。

　社会福祉法人高梁市社会福祉協議会へ平成 26 年 1 月と 2 月にいただいたご寄付についてお知らせします。
心から感謝申し上げ社会福祉事業に活用させていただきます。
　なお、金額等については寄付者の意向によって掲載しています。（敬称は略させていただきます。）

26 年 1 月〜 2 月

【
香
典
・
玉
串
料
・
御
花
料
返
し
】

《
高
梁
支
会
》	

金
一
封	

落
合
町	

平
松
　
幸
恵

（
故
・
竹
人
様
）

金
一
封	

和
田
町	

森
下
喜
代
子

	

（
故
・
彰
三
様
）

金
一
封	

下
谷
町	

片
山
　
陽
子

�

（
故
・
敏
之
様
）

金
一
封	

兵
庫
県	

大
上
　
雅
弘

	

（
故
・
文
子
様
）

金
一
封	

落
合
町	

金
地
　
義
明

	

（
故
・
幹
様
）

金
一
封	

中
間
町	

清
水
　
靖
惠

	

（
故
・
孝
允
様
）

金
一
封	
中
井
町	

宮
本
　
一
昭

	
（
故
・
せ
き
よ
様
）

金
一
封	

中
井
町	
荒
木
　
一
郎

	

（
故
・
ま
さ
の
様
）

金
一
封	

津
川
町	
日
髙
　
靖
子

	

（
故
・
正
則
様
）

金
一
封	

中
間
町	

伊
達
　
和
正

	

（
故
・
武
男
様
）

金
一
封	

落
合
町	

植
田
　
　
昌

	

（
故
・
豊
夫
様
）

金
一
封	

川
面
町	

上
森
　
隆
志

	

（
故
・
峯
市
様
）

金
一
封	

川
面
町	

石
井
　
宏
明

	

（
故
・
豊
様
）

金
一
封	

松　

山	

溝
川
　
絹
代

	

（
故
・
幸
男
様
）

金
一
封	

落
合
町	

西
井
　
義
澄

	

（
故
・
武
雄
様
）

金
一
封	

川
面
町	

藤
森
　
敬
典

	

（
故
・
敏
昭
様
）

金
一
封	

松　

山	

小
見
山
美
津
惠

	

（
故
・
実
様
）

金
一
封	

甲
賀
町	

水
川
　
裕
雄

	

（
故
・
治
子
様
）

金
一
封	

津
川
町	

西
森
　
静
男

	

（
故
・
章
様
）

金
一
封	

津
川
町	

伊
達
　
孝
子

	

（
故
・
京
子
様
）

金
一
封	

倉
敷
市	

内
田
　
武
徳

	

（
故
・
稔
様
）

金
一
封	

松　

山	

須
山
　
　
隆

	

（
故
・
眞
一
様
）

金
一
封	

千
葉
県	

西
林
　
敏
夫

	

（
故
・
百
合
子
様
）

金
一
封	

落
合
町	

西
　
　
正
晃

	

（
故
・
加
奈
恵
様
）

金
一
封	

落
合
町	

堀
　
　
博
志

	

（
故
・
房
子
様
）

金
一
封	

津
川
町	

新
庄
　
当
子

	

（
故
・
憲
吾
様
）

金
一
封	

松　

山	

須
山
　
善
行

	

（
故
・
省
三
様
）

金
一
封	

落
合
町	

西
平
　
静
代

	

（
故
・
貞
雄
様
）

金
一
封	

下
谷
町	

岡
本
　
圭
司

	

（
故
・
直
一
様
）

金
一
封	
松　

山	

赤
木
冨
喜
子

	

（
故
・　

夫
様
）

金
一
封	

松
原
町	

田
藤
多
喜
子

	
（
故
・
宗
雄
様
）

金
一
封	

松
原
通	
入
澤
　
範
雄

	

（
故
・
周
譽
様
）

金
一
封	

松　

山	

川
上
　
　
功

	

（
故
・
キ
ミ
コ
様
）

金
一
封	

玉
川
町	

長
谷
川
洋
通

	

（
故
・
静
子
様
）

金
一
封	

大
阪
府	

藤
森
　
一
雄

　
　
（
故
・
ヒ
サ
ミ
様
）

《
津
川
地
区
》

金
一
封	

津
川
町	

伊
達
　
孝
子

	

（
故
・
京
子
様
）

金
一
封	

津
川
町	

新
庄
　
当
子

	

（
故
・
憲
吾
様
）

《
川
面
地
区
》

金
一
封	

川
面
町	

石
井
　
宏
明

	

（
故
・
豊
様
）

金
一
封	

川
面
町	

藤
森
　
敬
典

	

（
故
・
敏
昭
様
）

《
巨
瀬
地
区
》

金
一
封	

巨
瀬
町	

大
森
　
義
則

	

（
故
・
多
壽
子
様
）

《
中
井
地
区
》

金
一
封	

中
井
町	

宮
本
　
一
昭

	

（
故
・
せ
き
よ
様
）

金
一
封	

中
井
町	

荒
木
　
一
郎

	

（
故
・
ま
さ
の
様
）

金
一
封	

中
井
町	

西
角
　
泰
宏

	

（
故
・
い
し
の
様
）

《
玉
川
地
区
》

金
一
封	

玉
川
町	

長
谷
川
洋
通

	

（
故
・
静
子
様
）

《
宇
治
地
区
》

金
一
封	

宇
治
町	

妹
尾
　
　
始

	

（
故
・
イ
ト
様
）

金
一
封	

宇
治
町	

塩
田
　
光
義

	

（
故
・
渡
辺
文
子
様
）

《
落
合
地
区
》

金
一
封	

落
合
町	

金
地
　
義
明	

（
故
・
幹
様
）

金
一
封	

落
合
町	

堀
　
　
博
志	

（
故
・
房
子
様
）

金
一
封	

落
合
町	

西
平
　
静
代	

（
故
・
貞
雄
様
）

《
有
漢
支
会
》

金
一
封	

有　

漢	

横
山
　
秀
夫

　
　
（
故
・
文
子
様
）

金
一
封	

有　

漢	

河
原
　
　
学

　
　
（
故
・
烈
子
様
）

金
一
封	

津
川
町	

吉
田
　
正
明

　
　
（
故
・
良
雄
様
）

金
一
封	

兵
庫
県	

河
原
　
武
夫

　
　
（
故
・
緑
様
）

金
一
封	

上
有
漢	

江
田
　
　
保

　
　
（
故
・
稔
様
）

金
一
封	

有　

漢	

山
縣
　
忠
義

　
　
（
故
・
喜
義
様
）

金
一
封	

岡
山
市	

古
谷
　
正
俊

　
　
（
故
・
正
芳
様
）

《
成
羽
支
会
》

金
一
封	

成　

羽	

馬
場
　
俊
夫

	

（
故
・
ヒ
サ
ヨ
様
）

金
一
封	

成　

羽	

菊
地
　
太
郎	

（
故
・
宇
市
様
）

金
一
封	

下　

原	

高
木
快
四
郎	

（
故
・
栄
様
）

金
一
封	

吹　

屋	

山
北
サ
キ
エ	

（
故
・
勝
三
様
）

金
一
封	

布　

寄	

田
口
　
富
保	

（
故
・
俊
一
様
）
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金
一
封	

布　

寄	

赤
井
　
伸
介	

（
故
・
隆
治
様
）

金
一
封	

大
阪
府	

清
水
　
祐
子	

（
故
・
中
嶋
千
世
様
）

金
一
封	

布　

寄	

久
保
木
敬
互	

（
故
・
照
代
様
）

金
一
封	
成　

羽	

日
名
　
康
生	

（
故
・
良
子
様
）

金
一
封	

下
日
名	
小
林
　
　
博	

（
故
・
静
江
様
）

金
一
封	

吹　

屋	

川
本
　
清
志	

（
故
・
富
子
様
）

金
一
封	

成　

羽	

継
山
　
直
博	

（
故
・
保
子
様
）

金
一
封	

成　

羽	

井
上
　
　
晃	

（
故
・
浪
子
様
）

《
川
上
支
会
》

金
一
封	

三　

沢	

鈴
村
　
秀
夫

（
故
・
ナ
ミ
コ
様
）

金
一
封	

広
島
県	

寺
川
　
満
人

	

（
故
・
透
志
子
様
）

金
一
封	

地　

頭	

加
藤
　
貴
之

	

（
故
・
欽
也
様
）

金
一
封	

領　

家	

谷
川
　
公
一

	

（
故
・
忠
惠
様
）

金
一
封	

落
合
町	

堀
　
　
博
志

	

（
故
・
房
子
様
）

《
備
中
支
会
》

金
一
封	

布　

瀬	

古
米
　
壽
宏

	

（
故
・
美
智
子
様
）

金
一
封	

長　

屋	

渡
邉
　
浩
久

	

（
故
・
泰
子
様
）

金
一
封	

長　

屋	

銅
山
　
孝
幸

	

（
故
・
ス
ヱ
コ
様
）

金
一
封	

志
籐
用
瀬	

宮
本
　
和
夫

	

（
故
・
榮
様
）

金
一
封	

平　

川	

江
草
　
　
優

	

（
故
・
英
子
様
）

金
一
封	

布　

賀	

内
田
　
好
枝

	

（
故
・
文
夫
様
）

【
一
般
寄
付
】

《
高
梁
支
会
》

金
一
封	　

松
原
町　

藤
井
　
惠
子

（
け
こ
ち
ゃ
ん
の
Ｔ
ｗ
ｉ
ｎ
ｋ
ｌ
ｅ
♪

音
楽
室
収
益
金
と
し
て
）

金
一
封		



匿
　
　
　
名

（
社
会
奉
仕
と
し
て

第
356
回
、
第
357
回
目
）

金
一
封	
津
川
町	

中
山
　
彰
芳

	（
赤
木
五
郎
賞
受
賞
記
念
と
し
て
）

金
一
封	
津
川
町	

宮
田
　
　
昻

（
赤
木
五
郎
賞
受
賞
記
念
と
し
て
）

《
津
川
地
区
》

金
一
封	

津
川
町	

中
山
　
彰
芳

	（
赤
木
五
郎
賞
受
賞
記
念
と
し
て
）

金
一
封	

津
川
町	

宮
田
　
　
昻

	（
赤
木
五
郎
賞
受
賞
記
念
と
し
て
）

《
中
井
地
区
》

金
一
封	

中
井
町	

新
谷
ヒ
サ
ヨ

	

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

《
有
漢
地
区
》

金
一
封	

上
有
漢	

中
山
　
俊
三

	

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

《
川
上
支
会
》

金
一
封	

地　

頭	

日
谷
ス
ミ
コ

	

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封	

仁　

賀	

池
田
　
一
晃

	

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封	

仁　

賀	

池
田
富
佐
恵

	

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

《
備
中
支
会
》

金
一
封	

東
油
野	

中
井
栄
太
郎

	

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封	

布　

賀	

呉
川
　
　
学

	

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封	

布　

賀	

高
見
　
正
子

	

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封	

東
油
野	

田
中
猪
三
郎

	（
赤
木
五
郎
賞
受
賞
記
念
と
し
て
）

金
一
封	

布　

賀	

川
上
智
恵
子

	

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封	

東
油
野	

田
之
原
久
美

	

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

　

１
月
15
日
発
行
（
第
53
号
）
に
お

い
て
掲
載
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

◆
12
ペ
ー
ジ

【
香
典
・
玉
串
料
・
御
花
料
返
し
】

《
備
中
支
会
》

（
誤
）	

金
一
封	

平　

川	

前
原
　
宏
幸

（
故
・
忠
三
郎
様
）

（
正
）

金
一
封	

平　

川	

前
原
　
宏
章

（
故
・
忠
三
郎
様
）

　

暖
か
い
日
が
増
え
て
は
い
ま
す
が
、
吹
く
風
は
ま
だ
ま

だ
冷
た
く
、
朝
の
冷
え
込
み
も
あ
り
本
格
的
な
春
が
来
る

の
は
も
う
少
し
先
の
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

　

さ
て
、
今
回
の
広
報
紙
で
は
、
市
内
各
地
で
活
動
さ
れ

て
い
る
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
の
代
表
者
に
集
ま
っ
て
い
た
だ

き
、
他
の
サ
ロ
ン
の
活
動
状
況
等
に
つ
い
て
意
見
交
換
を

行
い
交
流
を
深
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン

交
流
会
や
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
の
助
成
に
よ
り
、
地
域

で
取
組
ま
れ
て
い
る
各
種
団
体
の
活
動
紹
介
、
市
内
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
を
対
象
と
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
会

な
ど
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

　

４
月
か
ら
地
域
福
祉
活
動
計
画
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

「
み
ん
な
で
つ
く
る　

い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
愛
の
ま
ち

　

た
か
は
し
」
～
さ
さ
え
あ
い
・
た
す
け
あ
い
の
ま
ち
づ

く
り
～
を
基
本
理
念
と
し
、
各
種
事
業
を
推
進
し
て
い
き

ま
す
。
引
き
続
き
、
市
社
協
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
Ｋ
）

編 

集 

後 

記
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